
ホスピタリティサービス工学に
ついて

ホスピタリティサービス工学とは、
データを分析する知識を含めた様々な
技術を適切に融合させたサービスの提
供や生産性向上させるためスキルです。
最新の技術だけでなく他の業界では普
及しているが、宿泊業界ではまだ普及し
ていない技術を適切に取り入れていくこ
とも大切と考えております。完成された
技術の新規利用は「枯れた技術の水平
思考」と呼ばれることもあり多数の分
野で新しいサービスが提供されてきて

生産性向上への身近なテクノロジー

います。本掲載では、最新技術と完成
された技術の両面から宿泊業界での新
規利用を提言してまいります。

QRコードは生産性向上への
身近なテクノロジー
 今回はQRコードについて取り上げ
ます。 QRコードはスマートフォンでの
さまざまな情報の読み取り・航空券・
キャッシュレス決済など多方面で利用
されており、多くの人にとって身近な
技術となっています。「QR」は Quick 
Response の略です。一般的な縦棒が
並んだバーコードよりも多くの情報を盛

り込みつつ、素早く正確に読み取れる
事を目的に開発されました。
普及した大きな理由の1つとして安価

に導入が可能な点にあると考えられま
す。読み取る側は一般的なカメラだけ
で良く、読み取られる側も画面の表示
や紙に印刷すれば良いためスマートフォ
ンやタブレットだけで完結する事も可能
ですし、印刷して配布なども手軽に行
えます。シンプルな構成にも関わらず情
報量は英数字であれば4000 文字以上
も盛り込めるため、さまざまな用途で
の利用が可能です。
多くの人にとって仕組みは知らなくても
使い方は知っているという点も、新しい
ことを始める時の情報伝達ツールとして
採用する上で大きなメリットになります。
QRコードにはいくつか種類があり、
盛り込める情報量が違ったり、QRコー
ドの画像内に任意の別の画像を含めた
りすることが可能です。それにより、例
えば絵を含めることで読み取る前に何の
QRコードかを分かるようになどデザイ
ン性を持たせることが可能になります。
また、通常の QRコードはスマート
フォンで誰でも簡単に読み取れることが
メリットですが、個人情報などの取り扱
いに注意が必要な情報を入れることは
リスクがあります。そこで表向きは普通
の QRコードで情報も読み取れるので
すが、裏で特定の機器でしか読み出せ
ない異なる情報を持ったセキュアなQR
コードも存在します。その仕組みを使う
ことで、例えば予約時に発行されたQR

コードを通常のスマートフォンで読むと
予約番号のみなのが、ホテル内の専用
スキャナで読むと予約番号や到着日、
名前、客種などさまざまな情報を確認
出来るようにすることや不正に作られ
たQRコードに気づくことが可能になり
ます。セキュリティを高める方法は他に
も読み取れる文字自体を暗号化したり、
一定時間しか有効ではないコードを発
行する方法があります。
利用用途が情報を手軽にスマートフォ
ンやシステムに読み込みたいだけであ
れば通常の QRコード、個人情報や決
済情報など扱いに注意が必要な情報が
含まれる場合、はセキュアなQRコード
など使い分けが必要になります。

左が一般的なQRコード、右が画像
を含めたQRコード（どちらも同じ内容
が読み取れます）
中身：https://www.resortech.okinawa/

QRコードを用いた
観光地での実証実験

研究所は現在、JARC( 一般社団法人 
宿泊施設関連協会 )を中心に複数の企
業と実施予定の「手ぶら観光×空港ホ
テルチェックイン」の実証実験に参加し
ており、その中でもQRコードを積極
的に利用する予定です。
今回沖縄県の那覇空港で行う実証実
験の概要およびQRコードがどこで利用
されるのかを紹介させて頂きます。
手ぶら観光は大きな荷物を持った観

光客に対して、空港などで荷物を預か
り宿泊先などに別途送ることで、身軽
に観光して頂く事ことを目的とした国土

交通省でも推進しているプロジェクトに
なります。
身軽になることで電車やバスなどに大

きな荷物を持ち込む必要がなくなるた
め、車内の混雑が緩和されます。また
公共交通機関を利用しやすくなること
で、レンタカーやタクシーの利用頻度が
下がり交通渋滞の緩和にも繋がります。
この手ぶら観光に「空港でのホテル
チェックイン」を繋げることで、以下の
メリットがあります

・ホテルの予約情報の配送情報の利用で

送付状記載の手間及び誤配送をなくす

・空港到着時点でのチェックインによる

早い段階でのノーショウ管理

・配送された荷物と予約の連携による、

荷物を部屋へお届けするサービスの提供

・海外観光客の空港チェックイン時に

パスポートもスキャンしてPMSに保管

することで、ホテルに到着した際の手

続きの効率化

今回取り上げているQRコードです
が、以下のポイントで役に立ちます。
・空港チェックイン時に発行することで、

ホテルに到着した際にはQRコードで

素早く予約を特定可能に

・ 荷物にQRコードをつけておくことに

より、荷物を部屋までお届けするサー

ビスを実現

このような便利な仕組みを利用する
上で宿泊者にお渡しするのは印刷する
紙だけで、スマートフォンを持っている
前提であれば紙すら不要な運用も考え
られます。低コストで導入・維持が行え
ることがQRコードの魅力の1つです。
この実証実験は 2020 年 2月5日、

6日に沖縄で開催予定の「ResorTech 
Okinawa」で展示予定です。イベント
の詳細はQRコードから御覧ください。
今回は到着した空港で飛行機に預け

た荷物を一旦受け取った後に再度空港
内でホテルへの郵送荷物を部屋までお
届けサービスの提供手続きを行ってい
ますが、今後は航空会社と連携するこ
とで搭乗する空港で預けた荷物をその
ままホテルまで送る事も可能になると考
えられます。

このように既に一般化されている技
術の利用は施設側にも利用者側にも導
入しやすく、生産性の向上も分かりや
すいものとなっています。宿泊業界に
は積極的に活用することで生産性の向
上や新しいサービス提供の可能性が見
込まれる技術がまだ多数あると考えて
おり、ホスピタリティサービス工学の
視点は大切になってまいります。　

 観光立国の中枢となる宿泊産業は「人材不足」「ITの進歩」「HACCP」「SDG’s」など刻 と々変化する状況へ急速な対応が求め
られている。宿泊施設が訪れるお客さまへストレスフリーな環境を提供していくために、品質向上や経営の効率化を迅速に推進し
ていかなければならない。この状況をしなやかに乗り切るためにも「ホスピタリティサービス工学という視点」が重要になっている。
週刊ホテルレストランでは、本連載を通じて「ホスピタリティサービス工学」という概念を分かりやすく伝えながらキーパーソンを
紹介していく。連載３回目は、㈱タップ ホスピタリティサービス工学研究所 沖縄研究室の宮川 拓氏である。
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① 空港に到着

② 空港設置のホテルチェックイン機にて
・宿泊するホテルを選択
・パスポートスキャン
・プレチェックイン
・予約情報からチェックイン用のQRコードと荷物配送タグを印刷

③ 大きな荷物はタグをつけて預ける

④ 身軽にそのまま観光へ！！

⑤ ホテルに着いたら空港で受け取ったQRコードを
提示するだけで素早くチェックイン

⑥ 客室には空港で預けた荷物が着いている




